
日本産科婦人科学会 着床前遺伝学的検査デ.:....タペースの登録研究
1. 研究の目的 1 I 4． 情報の公表

この研究の目的は日本産科蝿人科学会主導で着床前遺伝学的検査 (PGn のデータペースを確立することで
す。現在わが国において PGT の実施敷や治憲成績は全国規模では集計されておらず、不透明な状態です。そ
こで、本研究により各検査実籠施設から日本産科蝿人科学会へ申請された書類から PGT に関する情輻を抽
出し、全国規模のデータペースを確立します。これにより、現在不透明とな っている本邦の着床前遺伝学的
検査実施件敷や治療成績などの現状把握が可能となります。そして、集計・解析したデータは、遺伝情輯に
十分配慮の上一部を公表することで、患者さんへ実績に基づいた情輯提供が可能になります。

2. 研究の方法
ヽ
①研究対象：日本産科蝿人科学会が承認した着床前遺伝学的検査実籠籠設で 1998年1 月 ～2027年3月ま

でに着床前遺伝学的検査を申請した方
②研究期間：働理審査委員会承認(2023年3月6日）後 ～2028年3月
③研究方法：3に示す項目について、着床前遺伝学的検査の承認申講の顧に日本産科蝿人科学会に提出さ

れた、「申請書様式112 重篇な遺伝性疾患を対象とした着床前遺伝学的検査に闘する症例審査申請（旧
着床前診断症例 認可申請書）」や「輯告書様式112 重篇な遺伝性疾患を対象とした着床前遺伝学的検査
症例冽 実籠輻告書（旧着床前診断 症例別 経過輯告書）」等よりデー タを抽出して、登録を行います。

3. 研究に用いる情報の種類

①申講年月日
②申請カッブルの 年齢
③着床前遺伝学的検査の申講遍応（遺伝性疾患／反復流産／着床障害／カッブルの染色体構造異常）
④ 反復流産・カッブルの染色体構造異常の場合

1. 染色体構造異常の種類（均衡型相互転座／ロバートソン型転塵／腕間逆位／3点転座／複合転座など）
2 .  染色体構造異常の核型(ISCN表記、染色体の書号と各々の切断 点など）
3. 妊蠣歴（妊纏回敷(G)と流産回敷、．化学流産回敷、経産回戴(P))
4. 流産物の核型とその分離形式（隣捜1 型、隣接2 型、3:1 分離など）と合併する染色体異常（常染

色体トリソミ ーなど）
5. 不育症検査結果（子宮奇形の有撫とその型、抗リン脂質抗体陽性の賓撫とその値、その他の不育症

因子の有撫とその内容）
6 .  着床前遺伝学的検査の解析方法(FISH法、アレイ法、NGS、・．．）
7 .  解析施設

⑤ 遺伝性疾患の場合
1. 疾患名

2. 検査対象の遺伝子名とその遺伝型
3. 発端者の練柄
4. 発端者の症状（自由記戴）
5. 家系内の当該疾患櫂患者薮とその縞柄
6. 発蟷者の遺伝子解析施設とその検査法
7. 着床前遺伝学的検査の遺伝子解析施設とその検査法

⑥着床陣害の場合
1. 胚の解析施設とその検査法

⑦申請籠殷名
⑧ART篤設の申請者名（生殖医療専門医など）
⑨施設内遺伝カウンセリング担当者名と第三者遺伝カウンセリング担当者名
⑩鎗理委員会の承認の有撫
⑪採卵年月． 胚の解析結果（生検胚数 ． 移櫨可能胚数）
⑫胚移植年月胚の転帰（移櫨／凍結継続中／廃棄）日産蝿簡T登録書号
⑬口頭同意の有禦

など
※騎さ“源名翌と年月日など～本人芍該咄来る→製准U情細よ日布爵損U科学鉗こ呵実施咀舵れ

る時点で認ゴ摩負されているため、これらの情輯収鄭ま不可能です。 よって、値人情細れ釈9されます。

研究で収集されたデータを集計し、下記に示す①～⑤の項目について、日本産科蝿人科学会ホームページ
等において公開します。

①年次別、着床前遺伝学的検査実施数（総敷と遍応別数（遺伝性疾患／反復流産／着床障害／カッブルの
染色体構造異常）

②年次別、着床前遺伝学的検査申請数と承認数（総数と遍応別数（遺伝性疾患／反復流産／着床陣害／カ
ッブルの染色体構造異常）

③年次別、実施施設数（申請施設数と承認施設数、 うち実施施設数）
④着床前遺伝学的検査実施籠設登録一覧
⑤着床前遺伝学的検査審査対象疾患名（ 年次別申請総数、承認数）

①～⑤以外の集計項目については、上記データベースの持つ遺伝情輯に十分留意し、日本産科婦人科学会の
重●な遺伝性疾患を対象とした着床前遺伝学的検査に襲する審査/Jヽ委員会で検討の上、公開する項目をその
椰度決定する予定です。

5. 研究実施機関

日本産科蝿人科学会 重●な遺伝性疾患を対象とした着床前遺伝学的検査に関する審査ヽJヽ委員会

6. お問合せ先
9 9 99 9 99 9 9 9 999 9 99, 9 

本研究に闘するご貫問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 ご希望があれば、他の
研究対象者の値人情糟及び知的財産の保護に支陣がない範囲内で、研究計國書及び関違資料を閲覧するこ
とが出来ますのでお申出下さい。

2023年3月 31 日 以前に着床前遺伝学的検査 (PGT) の申請をされた方で、ご自身の情輯が当該研究に用
いられることについてご了承いただけない場合には研究対象に含めませんので、2024年10 月 30 日までに
下記の運絡先までお申出ください。 その場合でも愚者さんに不利益が生じることはありません。

またご自身の情輻が本研究に用 いられることについて一度同意された方で、その後に同意撤回を希望さ
れる場合には、研究対象に含めませんので、下記の運絡先までお申出ください。 ただし、集計・解析終了
後にご運絡いただいた場合はご希望に沿えません。

0研究への利用を拒否する場合の運絡先：
不妊治療・着床前遺伝学的検査のためにおかかりの産婦人科医療施設の担当医箇

0研究に属する問い合わせ先：
公益社団法人日本産科婦人科学会 着床前遺伝学的検査データ登録研究事務局
住所 〒104--0031東京響中央区京欄2T目 2 書8号明治屋京橋ビル 3階
メ ールpgt-tourok直jsog.or.jp

研究責任者 三浦清億（長崎大学大学院医薗薬学総合研究科・ 産科蝿人科学分野教授／日本産科婦人
科学会． 重篇な遺伝性疾患を対象とした着床前遺伝学的検査に関する審査小委員会委員長）

【三重大学医学部附属病院についての補足事項】
三重大学では既存のPGT-Mに関わる診療情報の提供のみを行います。
・試料・情報の提供を行う機関の長：三重大学医学部附属病院病院長　池田 智明
・担当者：三重大学医学部附属病院 高度生殖医療センター 東本誠也
・個人情報管理者：三重大学医学部附属病院 産科婦人科 高山恵理奈
・資金源：運営費交付金を使用します。

・利用又は提供を開始する予定日：2024年7月16日（許可日）より
・お問い合わせ先：〒514-8507 三重県津市江戸橋2－174

三重大学医学部附属病院　高度生殖医療センター 武内大輝
  　TEL: 059-232-1111（代表）


